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1. はじめに 
	 誰でも容易に情報を入手・発信すること可能とした Web の発達により，人々が Web にお
いて選択可能な情報は急激に増加している．それと歩みを同じくして，サーチエンジンを
はじめとした情報検索技術がここ 20 年で大きく進歩を遂げたことによって，人々が Web
上にある様々な種類の情報を入手することが可能になった．サーチエンジンによって情報
収集に掛る時間や労力が軽減されることは言うまでもないが，情報が多過ぎることによっ
て，サーチエンジンを使っても目的とする情報を探しきれない，どの情報を選べばよいか
分からない等の問題に直面することが多くなっていると言われている 1)．このような現状は，
“information fatigue syndrome”とまで言われている 2)．情報過多とは，「大量に発信された情
報を誰もが大量に取得できる状態が生じたことによって，欲しい情報が何か分からない，
探している情報を見つけ出せないといった理由により，情報を参照出来る状態にあるにも
関わらず，それを利用できない状況」3)のことを言い，人々が処理可能な情報量を上回る情
報が提示された場合に起こるものであると指摘されている 4)5)6)． 
	 このような背景のもとで，増加する Web 上の情報源に対するハブとしての機能を持った
「Naver まとめ」や「Delicious」のようなソーシャルキュレーションサービスが登場した．
ソーシャルキュレーションとは，特定の主題に関して，Web 上の多様な情報源から取り出
された Web ページや画像，動画，ソーシャルメディア等のコンテンツがキュレータによっ
て評価・選択・配列された上でまとまられ，公開されているものである．ソーシャルキュ
レーションを利用することにより，情報が細分化され点在している Web 上でも情報過多の
状態を回避し，目的とする情報と関連のある Web ページのみを参照することが可能となる
だけでなく，人手でコンテンツを選別してまとめていることから，メディアとしての信頼
性および有用性もある程度担保されていると言われている 7)． 
	 前述のように，現状の Web 探索では膨大な情報の中から目的とする情報を見つけるため
には，複数の Web ページを巡回しなければならず様々な問題が引き起こされている．ソー
シャルキュレーションのように特定の主題に関して Web 上の様々なコンテンツが評価・選
択・配列されているソーシャルキュレーションのページ(以下，まとめページ)を参照して情
報を得ることによって，情報過多の状態及びそれに伴う負荷を低減しつつ，目的とする情
報を入手することが出来る可能性がある．ソーシャルキュレーションに関する先行研究で
は，人々が Web 上に散在する情報をまとめることを目的としてソーシャルキュレーション
を利用していることまでは明らかにされているが，情報をまとめたことによってどのよう
な効果があるのかを実証的に明らかにしたものはない．そこで，本研究では，情報探索に
おいてソーシャルキュレーションを利用することによって，探索者の行動様式及び精神的
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負荷や集中の度合いがどのように変化するのかを明らかにすることを研究目的として設定
した．この時，現在行われている一般的な情報検索と比較するために，サーチエンジンに
よる情報検索の行動様式及び精神的負荷や集中の度合いについても明らかにする． 
	 また，これまでの探索者の内的的側面着目した研究では，探索者の情動や思考等の内的
要素がいかに変化するかという問いに対して，多くの研究者は探索者に対するインタビュ
ー等の内観手法による情動や思考の把握や，ログ分析を行うことによって行動の意図を推
測するという方法を採用してきた．しかし，ログ分析から探索者の行動の背景に潜む情動
や思考の相互作用を明らかにすることには限界がある 8)．また，内観手法では無意識な情動
や思考の様子や，探索者の内的変化を経時的に捉えることが出来ない．現在では，以前に
比べて計測機器の信頼性が向上したことや計測及び解析のハードルが下がったこともあり，
無意識に行っている行動や内的変化の様子を経時的に捉えたい場合には，客観的指標を計
測するという選択肢がある．そこで，本研究では，精神的負荷や集中の度合いを脳波及び
瞬目から明らかにする． 
 
 
	 	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3 
2. 先行研究 
	 本研究に関連する先行研究として，2.1 節では，情報検索はどのように行われているのか，
どこに困難を感じているのかに関する研究について述べ，2.2 節では，人々が情報検索に際
して困難を感じている情報過多とその影響について述べる．2.3 節では，本研究が対象とす
るソーシャルキュレーションについて取り上げる．そして， 2.4 節で，生理指標による探
索者の精神的状態の評価についての知見をまとめる． 
 
2.1 今日の情報探索・検索 
	 情報探索行動は，探索者が目的とする情報を探すために取る情報源の選択及び確認など
の具体的な行動のことである．特に，探索者が働きかける情報源がコンピュータベースの
場合は，情報検索行動という 9)．現代では，必要とする情報を入手するためにパソコンやス
マートフォン，タブレットから Google や Yahoo!, Bing 等のサーチエンジンを利用して情報
検索を行うことがほとんどである．2014 年の Pew Research Center の調査報告によれば，全
米の成人 87%が Web を日常的に利用していると報告されている 10)．更に，そのうちの 87%
の利用者は Web によって情報探索の利便性が概ね促進されていると回答した 11)． 
	 人々による情報検索行動がどのようなものであるかを扱ったものとして，Broder による
研究がある． Broder はサーチエンジンのクエリログとアンケート調査を組み合わせた分析
から，人々が行う情報検索行動を，Navigational: 特定の Web ページに到達することを目的
としたもの, Informational: 1 つ以上の Web ページが存在することを仮定し何らかの情報を得
ることを目的としたもの，Transactional: Web 上で購入等の行動を目的としたもの，の 3 つ
に分類した．また，Navigational, Informational, Transactional は独立して行われるわけではな
く，組み合わされることもあるとした上で，人々が行う情報検索行動の約 50%は
Informational なものであるとした 12)． 
	 Informational な探索は，「サンフランシスコ」や「くるま」のように対象となる Web ペー
ジが膨大であるが，その一方で，Web の情報源は文献等の情報源に比べて記述・発信され
ている情報が特定の内容に特化している，細分化されているという特徴がある 13)．つまり，
探索者は Informational な検索を行う場合には，いくつもの Web ページを巡回することによ
って散在している情報を取り出す必要がある．Spinkらは，サーチエンジンのログ分析から，
探索者が検索結果画面から実際に閲覧した Web ページの閲覧時間について調べた．それに
よると，54％の探索者が 1 クエリあたり参照する Web ページは 1 件で，1 件の Web ページ
を閲覧する時間は 40%が 3 分以下であるとした 14)．これは，もちろん，サーチエンジンの
性能が高く適合文献がすぐに見つけられるということも影響しているであろう．しかし，
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前述のように，目的とする情報を得るために，得られた検索結果のうち 1 件の Web ページ
を参照し，即座に結果を判断し，クエリを変更する又は目的とする情報の一部(「サンフラ
ンシスコの位置」)を入手するという行動を繰り返すことによって，当初の目的である情報
を収集しているということも少なからず影響していると推測できる． 
	 実際に，サーチエンジンから得られる情報は，往々にして，情報同士のつながりや文脈
が見えないため，目的とする情報をきちんと探せている自信がないと考えている探索者が 3
割程度存在しているとの報告が為されている 15)．また，探索者は Informational な検索の結
果として得られる Web ページが，公的機関の Web ページ等の情報リテラシ的に良い文書と
されるものよりも，同じ主題の Web ページに対してより多くのリンクを持つものを望んで
いるという結果もある 16)． 
	 このように，人々は容易にアクセスできる情報源として Web を利用することによって，
一定の利便性や手軽さは感じているが，目的とする情報を収集することに苦労を感じてい
る様子が伺える．これに加えて，情報過多であるということが，探索者の情報検索で感じ
る困難に拍車をかけている． 
 
2.2 情報過多による情報検索に対する影響 
	 情報過多による情報探索行動の困難そのものは，Web が登場する以前から指摘されてい
るものである．それが Web の登場と情報の電子化の進展によって，探索者は以前に比べて
情報過多の問題に直面していることが分かっている 17)18)19)．Web の情報が増大するのと同
時に，サーチエンジンのように Web 上に置かれた情報を効率的に利用するための技術も進
歩していることも間違いない．それでも，以前より情報過多に直面することが増加した背
景には，紙等のメディアと比較して発信される情報が細分化される傾向にあることや，多
様なメディアから目的に対して適切なメディアを選択する必要が生じたことなどが背景と
して指摘されており 20)，自身が必要としている情報及びその範囲を決定することが出来な
いために，不必要な情報まで探索及び入手してしまうことが原因であると言われている 21)． 
	 情報探索・検索行動において困難を感じる程度は，探索経験，年齢，スキルによって異
なるが 22)，情報過多が探索者に対して与える影響として，探索に対するモチベーションが
下がる 23)，探索に対する満足度が低下する 24)25)，混乱及び緊張状態によるストレス 26)27)28)，
探索行動の苦痛による誤り 29)，大局観の欠如 30)があり，それによって，情報集合(information 
sets)に対する情報探索戦略が無計画で非効率なものになる 31)，情報過多を回避するために
探索の範囲を狭めてしまう 32)，探索行動の最中に探索しているものの大局観を失ってしま
うことにより不毛な探索になる 33)，レレバントな情報の選択及び同定が一層困難なものに
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なる 34)ことが分かっている．このように，情報過多は探索者に対して強い負荷を与えるだ
けでなく，情報探索行動そのものに対しても悪影響を及ぼすものである． 
	 人々が情報過多という大きな困難を回避するためにはカテゴリ化，情報の構造化，アグ
リゲートが有用な手段であることが多くの既往研究の中で指摘されてきた 35)．これらは，
情報探索・検索行動における取捨選択を補助するだけでなく，情報全般の質の向上にもつ
ながると言われている 36)37)．  
 
2.3 ソーシャルキュレーション 
	 ソーシャルキュレーションは，既存研究の中では，ソーシャルキュレーションとは，Web
の多様な情報源から得られる情報を特定の主題についてストーリー化して再組織化したも
のや 38)，既存の情報源を新たな価値を付加した上でまとめることと述べられている 39)．本
研究では，これらを総合し，ソーシャルキュレーションを「特定の主題に関して，Web 上
の多様な情報源から取り出された Web ページや画像，動画，ソーシャルメディア等のコン
テンツがキュレータによって評価・選択・配列された上でまとまられ，公開されているも
の」と定義した．具体のサービスとしては， Naver まとめ，Snip.it，Pinterest，はてなブッ
クマーク，Gunosy，Delicious が挙げられる．検索結果画面で関連する Web ページ，画像，
動画等を機械的に組み合わせて提示するものとして，アグリゲーテッドサーチ(Aggregated 
Search)が存在するが，ソーシャルキュレーションはキュレータが Web ページ，画像，動画
等を評価・選択・配列し，特定の主題に関して何らかのコンテクストを与えてまとめると
いう点で異なる． 
	 2011 年に Duh らは，ソーシャルキュレーションの一種である Togetter でまとめられてい
る内容を分析し，人々がソーシャルキュレーションを利用する目的は，課題解決の為の複
雑な情報をまとめることであることを示した 40)．また，Scoble は現在利用されているソー
シャルキュレーションを概観し，ソーシャルキュレーションのまとめページは，特定の主
題と目的に関して網羅的に記述されているだけでなく，それを表現する形式であるテキス
トや引用する Web ページ，画像や動画等が最適化されており，特定の主題や目的に対する
探索対象としてもレレバントであると述べている 41)．同様に，Kimura は情報源としてのソ
ーシャルキュレーションについて，キュレータによる評価・選択という行動を経ることに
よって，情報の信頼性の高さもある程度保証されていると述べている 42)． 
	 既存研究で得られた知見を総合すると，ソーシャルキュレーションは，キュレータによ
る評価・選択・配置を経てまとめられていることによって，特定の主題に関して，Web 上
に散在していた関連性の高い情報源が同一コンテクストのもとで提示されているだけでな
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く，最適な表現形式が選択されていると言える．これによって，いくつもの Web ページを
巡回して散在する情報を収集していたことや，その度に目的とする情報との関連性及び情
報源としての信頼性を判断していたことによる精神的，身体的負荷を低減する可能性を示
唆している． 
	 	   
2.4 生理指標による精神的側面の評価 
	 近年では，情報探索行動においても生理的指標を用いた研究が行われている．Nielsen は
実験参加者に視線計測装置を装着させて情報検索を行わせた．その結果，ブラウザの検索
結果一覧ページでは，結果の上位 3 件程度のタイトルやスニペットが最も注視されている
部分(most-viewed area)で，F 型の注視パターン(F-shaped pattern)を取ることが明らかになった
43)．また，ポータルサイトやニュースサイト，商品購入サイトで視線計測を行った研究では，
ポータルサイトではナビゲーション要素の注視頻度(gaze frequency)が高く，ニュースサイト
では内容の注視頻度が高いなど，Web サイトの種類によって入手する情報や行動を変化さ
せているといったことが明らかにされている 44)． 
	 本研究では，生理指標のうち精神的側面を詳細に分析することが出来る脳波と瞬目を利
用して探索者の精神的側面の変化を捉える．以下の 2.4.1 項では，脳波と精神的側面の変化
に関する知見をまとめ，2.4.2 項では瞬目と精神的側面の変化に関する知見について述べる． 
 
2.4.1 脳波 
	 脳波とは，大脳皮質の皮質錐体細胞尖頭樹状突起や基底樹状突起にみられるシナプス電
位が作るニューロン周辺の電場のことである 45)．デルタ波(δ)，シータ波(θ)，アルファ波
(α)，ベータ波(β)の 4 種類に分けられ，精神状態によって優勢となる脳波が異なる(表 2.1)46)．
そのため，人間の精神状態を間接的に表現する指標として用いられてきた．特に，精神的
負荷によって大脳皮質の活性度が高くなると，一般に全ての脳波の振幅が減少するのだが，
α波と比較してβ波は減少の程度が少ないため，相対的に含有率が増大する．α波含有率
とβ波含有率の比(β/α)は，精神的負荷や不快感が大きい場合に増加し快適感が大きい場合
には減少することが明らかになっている 47)48)．また，集中・注意している時にはθ波含有
率とβ波含有率の比(θ/β)が減少する 49)． 
	 脳の活動を捉える方法としては，本研究で扱う脳波が以外にも，MRI (Magnetic 
Resonance Imaging)を利用して，局所的な脳の活動に伴う血流動態反応を可視化した fMRI 
(Functional-Magnetic Resonance Imaging)がある．ニューロイメージングで最も発達した
技術ということもあり，特に最近は様々な研究で採用されている．fMRI は空間分解能が高
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く，特定の刺激や行動によって脳のどの部位が活動するのか，あるいはしないのか，とい
うような研究に採用されているものである 50)．脳波は，脳の活動部位は特定することが出
来ないが，時間分解能が高いという特徴をもつ 51)．そのため，経時的な精神活動の変化を
捉えるのに適している．  
	 計算課題を行わせ，主観評価と脳波を指標として，脳波解析が精神的負荷を探るのに有
用であるか検討した実験では，精神的負荷の結果，β/αが有意に変化することが認められ
た 52)．また，心理検査と脳波を併用し，脳波による情動及び思考の定量解析の可能性につ
いて再検証したものでは，情動的に快適な感情刺激に反応してθ波も増強するが，β波は
集中状態に入ることでθ波を超える変化量で増強され，結果としてリラックスかつ集中・
注意という状態になると，確かにθ/βが減少することが明らかになった．その他，多くの
研究においてこれらの説が支持されている 53)． 
 
表 2.1 脳波の種類 
脳波 周波数帯域 関連する精神状態 
デルタ波(δ) 1-3Hz 睡眠 
シータ波(θ) 4-7Hz 眠気，脳機能低下 
アルファ波(α) 8-12Hz リラックス，覚醒 
ベータ波(β) 13-32Hz 思考，集中，緊張 
 
2.4.2 瞬目 
	 瞬目とは，目を開けているとき瞬間的に両目の瞼を閉じることである．瞬目は個人差も
大きいことに加えて，個人内でも状況によって増減があるが，成人で１分間に 20 回前後発
生していると言われている．また，加齢によっても，瞬目の頻度は異なると言われている．
瞬目は誘発刺激によって，反射性瞬目(Reflex Blinking)と随意性瞬目(Voluntary Blinking)，自
発性瞬目(Spontaneous Blinking)の 3 種類に分けられる 54)． 
	 反射刺激とは，目に対する刺激や突発的な音や光の刺激，平衡バランスを崩した時，咳
やくしゃみなど外的・内的な末梢刺激に対して反射的に閉眼するものである．随意性瞬目
とは，ウィンクなど随意的に行う瞬目で反射性瞬目に比べて上位中枢が関与していると言
われている．最後に，自発性瞬目は不随意に起こるものであるが，反射性瞬目のような明
瞭な誘発刺激が認められていない反応で，心理的な要因によって瞬目頻度が影響を受ける．
一般に，集中しているときには瞬目が減少し，不安や緊張状態にある場合には増加すると
言われている．瞬目は総じて，環境の照度や照度の変化，温度や湿度，対象物の視認性に
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よっても大きく影響を受けるが，視力等の違いによる瞬目率の差は報告されていない．ま
た，環境的要因による瞬目への影響と心理的要因による瞬目への影響としては，心理的要
因の方が与える影響は大きいと言われている 55)． 
	 テレビ視聴に対する集中について扱った研究では，休憩時と比較してテレビ視聴時には
瞬目率が低下し，テレビ番組への集中の主観評価との間に負の相関が認められている．同
様に，興味深い画像(ポルノ画像)を提示した場合，そうでない場合に比べて瞬目率が抑制さ
れたという報告もある．また，テキスト，動画，画像では，画面の変化量や音の有無とい
った違いがあるにも関わらず，主観的興味と瞬目の抑制度には有意な相関が認められた 56)． 
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3. 情報探索実験デザイン 
	 本研究では，情報探索における探索者の行動様式及び精神的負荷と集中の度合いという
観点からソーシャルキュレーションの効果を明らかにするために，2015 年 2 月から 3 月に
かけて情報探索実験を実施した．この情報探索実験では，実験参加者をソーシャルキュレ
ーションによる探索を行うグループと従来のサーチエンジンを用いた探索を行うグループ
に割り付け，それぞれ情報検索を含む 2 種類のタスク(各 30 分)を行わせた．なお，実験参
加者には実験終了後に謝礼として 2000 円を支払った．以下，情報探索実験の各項目につい
て説明していく． 
 
3.1 実験参加者 
	 実験は，筑波大学の大学院生 10名及び学群生 20名の合計 30名を参加者として実施した．
募集条件は特に設定しなかった．大学院生は図書館情報メディア研究科 7 名を中心として，
生命環境科学研究科 2 名，人文社会科学研究科 1 名が参加した．学群生は，知識情報・図
書館学類と国際総合学類各 4 名，社会工学類 3 名，生物学類 2 名，教育学類，比較文化学
類，物理学類，数学類，医療科学類，化学類，医学類が 1 名ずつ参加した． 
 
3.2 グループの割り付けと均質性 
	 実験参加者の大学院生と学群生を無作為に半数に分け，ソーシャルキュレーションを利
用して情報探索を行うグループ(以下，ソーシャルキュレーション利用群または SC 利用群)
及び従来のサーチエンジンを利用して情報探索を行うグループ(以下，サーチエンジン利用
群または SE 利用群)に割り付けた． 
	 実験前に行ったエントリーアンケートの結果，以下の結果が得られた(表 3.1, 図 3.1)．こ
の 2 グループの各項目間において有意差は認められなかった． 
 
表 3.1 各群の平均年齢と平均インターネット閲覧時間 
 ソーシャルキュレーション利用群 サーチエンジン利用群 
平均年齢 22.1 歳 22.2 歳 
平均 Web 閲覧時間 193 分/日 168 分/日 
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図 3.1 各群のソーシャルキュレーションの利用頻度(単位: 人) 
 
3.3 タスク 
	 既存の研究から，タスクの質的な差異が探索者の行う情報検索に対して影響を与えるこ
とが分かっている 57)．そこで本研究では，クエリ発行数や探索に掛かる時間，閲覧ページ
数等で差異があることが示されてきた，①情報を獲得しては新たな情報源を参照して比
較・検討し，入手した情報を訂正する等の試行錯誤を繰り返して事実を発見するタスク(以
下，収束型タスク)，②いくつもの情報源にあたって，より多くの情報を入手するタスク(以
下，拡散型タスク)，の 2 つの性質が異なるタスクを用いて比較・検討することとした．ま
た，タスク策定にあたっては，短い実験時間でも実験参加者が理解し，遂行可能なタスク
とするため，情報検索の場面設定を明確に示し，多くに実験参加者が知っていると考えら
れる話題を選択した． 
	 これらを考慮して，2 つのタスクを策定した(表 3.2)．①収束型タスクとして，大学の受講
科目の課題として出題されたという場面設定で，インフルエンザの原因や症状，予防法に
ついて調べてまとめるというタスク，②拡散型タスクとして，4 月に友人と 2 泊 3 日で北海
道旅行に行くという場面設定で，北海道旅行の行き先候補を調べてまとめるというタスク
を設定した． 
	 今回の実験では，実験参加者がレポート執筆と情報検索のどちらか一方に傾注してしま
うことがないよう，大まかなフォーマットを整えたファイルを Word 形式で用意し，それに
記入させる形式を取った． 
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表 3.2 実験参加者に与えられたタスク 
タスク 内容 
①収束型タスク 
あなたが履修している保健の授業で, 「インフルエンザの原因, 症状, 
予防, 対処法についてまとめる」というレポート課題が出されました. 
レポートを作成するために必要な材料を, インターネット使って検索
してレポートに記入してください．この課題の制限時間は 30 分です. 
②拡散型タスク 
あなたと友人 1 人で北海道に旅行に行くことになりました. 時期は 4
月で, 期間は 2 泊 3 日です. 北海道では, どこに行くのか, 何をしてみ
たいのかを友人に提案するために, インターネットを使って調べてみ
てください. なお, 宿泊先や交通機関等は後で友人と決めるので, こ
こでは, 北海道で行きたいところ, やってみたいこと等の情報を調べ
てください.  この時, 文字だけでなく, URL や写真を貼り付けても構
いません. この課題の制限時間は 30 分です. 
 
3.4 実験の手順 
	 図 3.2 は実験の流れを示している．実験参加者は，概要説明を受けた後に同意書に記入し，
機器操作についての説明を受けた．その後，年齢や性別等に加えて，1 日の Web 利用時間
と目的，ソーシャルキュレーションの認知度や利用・目的に関する質問に 10 分程度で回答
した．トレーニングでは，15 分間の練習用タスクを用いてタスクと実験環境への慣熟を行
った後に，2 つのタスクに 30 分ずつ取り組んだ．タスクの詳細な内容については前述の通
りである．タスクの順序による結果への影響を考慮し，実験参加者によって 2 つのタスク
を行う順序はランダムになるようにした．また，2 つのタスクの間には 10 分間の休憩を挟
んでいる．タスク終了後は，分析の補助材料とするために，タスク遂行中に記録していた
レポート作成状況の映像を参照しながら，実験参加者に対してインタビューを行い，検索
時に実際に行っていた行動及び，その意図を特定した． 
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研究・機器操作に関する説明 10 分   
事前アンケート 10 分   
トレーニング 15 分   
タスク I 30 分 - 脳波，レポート作成状況(ディスプレイ撮影)，瞬目 
休憩 10 分   
タスク II 30 分 - 脳波，レポート作成状況(ディスプレイ撮影)，瞬目 
インタビュー 20 分 - 発話 
図 3.2 実験の流れ 
 
3.5 実験環境とデータ収集 
	 情報検索行動以外の脳波に対する影響を抑制するために実験室内の実験区画で行った(図
3.3)．実験室は人通りの少ない場所に位置しており，音による刺激を受けない．また，実験
室の窓は暗幕によって塞ぎ，蛍光灯以外の光による刺激を受けないようにした．実験参加
者は実験区画に 1 人で入り，高さ 2m40cm の単色パーテーションによって前後左右を囲わ
れている．実験区画には，机，椅子，パーソナルコンピュータ（PC）と 21 インチワイド液
晶ディスプレイ，ビデオカメラ 2 台及び脳波測定機のみ設置しており，実験参加者にはこ
れらの機器以外何も見えない．実験者は実験区画の外で実験参加者のモニタリング映像及
び実験参加者の PC のミラーリング画面をモニタした． 
 
 
 
 
	  
 
 
 
 
 
 
 
図 3.3 実験室内の見取り図 
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ド
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	 実験参加者の利用した PC の OS は Windows8.1 で，液晶ディスプレイの解像度は 1920×
1080 に設定した．実験に際しては，ブラウザとして Google Chrome のバージョン 40.0.2214
を使用した．なお，検索内容に基づくパーソナライズ検索を無効に設定した上で，実験参
加者ごとに検索履歴とキャッシュの削除を行った．後述のインタビューの中では，これら
の環境について，実験参加者が行っている日常的な情報検索に比べて，慣れないパソコン
を操作することに対して戸惑いを感じたという返答があったものの，全ての実験参加者に
共通であり，本研究の結果を歪めるような影響はない． 
	 ソーシャルキュレーション利用群は，クエリを入力する際には Naver まとめのまとめペー
ジ検索(図 3.4)を使ってまとめページを検索させた．Naver まとめは，日本では利用者が多い
ソーシャルキュレーションであることに加えて，テキストや引用元の Web ページ，画像，
動画，ソーシャルメディアを含んでいるなどソーシャルキュレーションの典型的な形式で
あることから，本研究で使用することとした．なお，5.1.2 項で示した結果から，Naver まと
めはサーチエンジンで検索した結果として利用されることが多いことが分かる．本研究で
は，ある主題に関して Web 上の様々なコンテンツが評価・選択・配列されているソーシャ
ルキュレーションのページ(以下，まとめページ)を参照して情報を得る場合と，サーチエン
ジンを用いて，複数の Web ページをいくつも巡回することによって情報を得る場合を比較
する．そのため，ソーシャルキュレーション利用群がまとめページを調べるために，Naver
まとめの検索窓をつかって検索をしてもらった．ソーシャルキュレーション利用群はサー
チエンジンを利用することが出来ないが，閲覧するページやまとめページにおいて引用元
としてリンクが貼られている Web ページ(以下，引用元ページ)へアクススすることに関し
ては自由である．ソーシャルキュレーション利用群の実験の際には，ブラウザのホーム画
面に Naver まとめのトップページ(http://matome.naver.jp/)を設定し，併せてブックマークと
して設定した． 
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図 3.4 Naver まとめのまとめページ検索 
 
	 サーチエンジン利用群は，日常生活における情報検索と同じように検索を行った．ソー
シャルキュレーションによるまとめページが検索結果に含まれることが想定されたが，1) 
まとめページが含まれること自体が現状のサーチエンジン利用時の実情を反映しているこ
と，2) まとめページへのアクセスを制限しようにも実験参加者にまとめページかどうかを
判定させることは困難であることから，まとめページの閲覧を制限していない．ブラウザ
のホーム画面には，最も多くの実験参加者が普段から利用していると考えられる Google 
(https://www.google.co.jp/) を 設 定 し ， Google お よ び Yahoo!(http://www.yahoo.co.jp/) と
Bing(https://www.bing.com/)をブックマークに設定した．  
	 タスク遂行中には実験参加者の脳波とレポート作成状況，瞬目の記録を行った．脳波の
計測には，アルファテック社製脳波簡易測定機「アルファテック IV」を利用した．サンプ
リング周波数は 128Hz である．レポート作成状況を記録するために，実験参加者の背後か
ら実験参加者が写り込まない形で，ビデオカメラ（JVC GZ-ZE170）を使用して液晶ディス
プレイ全体を撮影した．実験参加者の瞬目の撮影には PC 脇の机上に小型の三脚に固定した
小型ビデオカメラ（SONY HDR-AS200V）を設置して前面から実験参加者の顔を撮影した． 
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4. 分析手法 
	 ここでは，前章で述べた情報探索実験の結果得られた行動データ及び脳波データ，瞬目
データの分析手法について述べる． 
 
4.1 タスク中の行動の分析 
	 いずれのタスクでも，タスク中に複数回の検索を実行してタスクを遂行している．先行
研究がクエリ毎に探索の様子を描いているのに倣って，本研究では，クエリの発行から次
のクエリまでを「セッション」と呼び，ひとまとまりとして分析する． 
	 タスク中の行動を分析するために，表 4.1 に示す 20 種類の行動カテゴリを定義した．こ
の定義は，斎藤らが提案した Web 探索における行動の 5 種類のカテゴリ(search, link, next, 
back, browse)を参考に 58)，新たにソーシャルキュレーションに関するもの(curation)と，タス
ク中に行うレポート執筆に関する詳細なカテゴリ(write-head, -body, -itemize, -summarize, 
copy-image, -url, -itemize, -body, check)，さらに実験参加者がソーシャルキュレーション及び
サーチエンジンを利用して Web 上でどのように振る舞ったのかを明らかにするためのカテ
ゴリ(return, change, close, addtab, new)を追加したものである．ここでカテゴリを追加したの
は，ソーシャルキュレーションのまとめページを参照していることを明確に区別する必要
があることと，実験参加者がタスク中にソーシャルキュレーション及びサーチエンジンを
利用した検索によって Web から得ている情報とその位置付けを，実験参加者がレポートに
記述した内容から分析するため，レポート執筆に関する行動を詳細にカテゴリ分けする必
要があったためである． 
	 これらの定義をもとに，レポート作成状況を記録した映像と画面遷移の記録を確認し，
タスク毎にソーシャルキュレーション利用群及びサーチエンジン利用群の中において典型
的な行動パターンを示した 2 名ずつ(2 タスク×2 グループ×2 名=合計 8 名)取り出し，1 つ
1 つ人手で確認し，全ての行動に対して発生時刻とカテゴリの種類をタグ付けた．例として，
図 4.1 を示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 16 
表 4.1 タスク中の行動カテゴリとその定義 
カテゴリ 定義 
search 検索窓にクエリを入力して検索すること． 
curation ソーシャルキュレーションのまとめページにアクセスすること． 
link 
リンクをクリックすること． 
ページ内のリンクをクリックすることも該当する．また，URL が変化せず
とも，リンクに相当するアイコン等をクリックして閲覧内容が変わる場合
はこのカテゴリに分類する． 
next 履歴のひとつ先に進む． 
ブラウザの「進む」ボタンをクリックすること． 
back 履歴のひとつ前に戻る． 
ブラウザの「戻る」ボタンをクリックすること． 
browse 別の検索結果一覧ページに移動すること． 
change タブやウィンドウを切り替えること． 
複数のタブが開いている場合のみ起こる行動である． 
close ウィンドウやタブを閉じること． 
複数のタブが開いている場合のみ起こる行動である． 
write 
キーボード等を利用して文字を入力することによってレポートを記入する
ことが該当する．入力した内容によって，以下の小カテゴリに分けられる． 
head レポートに章立てや見出しを記入すること． 
body 
一組の主語と述語によって記述されたもの，読点や句読点に
よって区切られたもの，または，それらがまとまったものを
記述していること． 
itemize 抽出した名詞句やひと続きの短文をひとつひとつ分けてかき
並べること． 
summarize 
一度記入した文または箇条書き，またはその両方の意味や位
置付けを修正・加筆するなどの内容的に改変すること，文の
関係性を変化させることやレポートの構造を変化させること
など表現上の変化も該当する． 
copy 
Web ページから文や文章，画像，動画，URL をコピーし，貼り付け形式や
位置・サイズを選択するなどして，レポートに記入することが該当する．
コピーした内容によって，以下の小カテゴリに分けられる． 
image 画像をコピーして貼り付けること． 
url URL をコピーして貼り付けること． 
itemize Web ページに含まれる文章からエッセンス的に抽出した名詞
句やひと続きの短文をコピーして貼り付けること． 
body Web ページの文章をコピーして貼り付けること． 
check アクティブウィンドをレポートに切り替えて，それまで記入した内容や課
題文を確認するなどの行動が該当する． 
return レポートからブラウザにアクティブウィンドを切り替えること． 
new Web ページや検索画面を新たなタブで開くこと． 
addtab 新たな空白のタブを追加すること． 
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図 4.1 実験参加者のタスク中の行動分析例 
 
* 黒字で記録されている時間はタスク開始からの経過時間である． 
* 青字で記入されている番号はひとつひとつの行動に対して付与した整理番号である． 
*「SE」はソーシャルキュレーション/サーチエンジンのクエリ入力ページを表し，「SR」は
検索結果一覧ページを表している． 
*「⬜ ︎」はレポート画面を表し，内部に描かれている時間はレポート記入時間である． 
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4.2 タスク中の脳波の分析 
	 レポート作成状況を記録した映像と画面遷移の記録を確認し，全ての行動に対して発生
時刻とカテゴリの種類をタグ付けた合計 8 人のタスク中における脳波のローデータを高速
フーリエ変換し，パワースペクトルを算出した．θ波，α波，β波のパワースペクトルは，
表 4.2 に示した各周波数帯域の帯域成分の総和である． 
 
表 4.2 脳波の周波数帯域 
脳波 周波数 
θ波 4-7Hz 
α波 8-12Hz 
β波 13-32Hz 
 
	 また，本研究で用いるβ波/α波とθ波/β波の定義式は次式[1]及び[2]で与えられる．一般
に，不快感や精神的な負荷が高まるとβ波/α波は上昇し，快適感が大きくなると下降する．
θ波/β波は集中・注意という状態になると，その値が下降する． 
 
β波/α波 = !波のパワースペクトル!波のパワースペクトル  … [1],  θ波/β波 = !波のパワースペクトル!波のパワースペクトル  … [2] 
 
	 脳波は個人差が大きいため，タスク中の脳波データを解析する前に実験参加者ごとにβ
波/α波とθ波/β波の基準値を算出した．基準値は，分析対象区間のβ波/α波とθ波/β波
を算出し，その平均を求めたものである．そして，5 章で説明する，ソーシャルキュレーシ
ョン利用群及びサーチエンジン利用群のいずれにも共通して行われている，1) クエリの投
入，2) 検索結果一覧ページを起点とした探索，3) まとめ/Web ページを起点とした探索，
4) レポート執筆，の 4 つの行動毎に基準値との増減の平均値を求め議論する．なお，以降
の群間の比較には t 検定を用いている． 
 
4.3 タスク中の瞬目の分析 
	 実験参加者の前面から撮影した顔の映像をもとに，瞬目を目測して頻度を計算した．瞬
目の見落としや誤認を避けるために同じ区間を 2 度計測し，確認した．計測した瞬目の頻
度に相違があった場合は，繰り返し映像を確認することによって計測した． 
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5 結果 
	 5 章では，4 章で述べた分析方法を情報探索実験で得られた行動データ及び脳波，瞬目デ
ータに対して適用した結果を示す． 
 
5.1 エントリーアンケートの結果 
5.1.1 日常のインターネット利用について 
	 日常のインターネット利用については，1 日のインターネット利用時間と行為ごとに費や
す時間を大まかな時間を数値で記入してもらった(表 5.1)．各項目は同時に利用されること
も想定しており排他的でない．そのため，各項目の合計と 1 日のインターネット利用時間
は一致しない．アンケートの結果，1 日の平均インターネット利用時間は 180.67 分であり，
日本における 20 歳代の 1 日平均インターネット利用時間は 151.3 分なので 59)，やや全国平
均よりも高い結果となった．各行為に注目すると，実験参加者がインターネット利用時間
のうち最も時間を費やしているものは，調べ物の 65.74 分であり，日頃からインターネット
を利用して日常生活や学習に関する調べ物を行っている様子が伺える． 
 
表 5.1 1 日あたりインターネット利用時間 (n=30) 
 時間(分) 標準偏差 
1 日のインターネット利用時間 180.67  73.89 
 日常生活や学習に関する調べ物 65.74  53.35 
 動画や音楽の視聴 46.52  37.83 
 ソーシャルメディアの閲覧 41.43  41.05 
 ニュースの閲覧 23.85  20.16 
 メールの送受信 22.22  16.52 
 オンラインゲームやソーシャルゲームのプレイ 11.75  19.32 
 ブログの閲覧・書込 8.00  15.36 
 
 
 
 
 
 
 
 20 
5.1.2 ソーシャルキュレーションの利用について 
	 実験参加者がソーシャルキュレーションを利用する頻度は 3.2 節の表 3.1 で示したが，ソ
ーシャルキュレーションを利用する状況のうち，最も当てはまるもの一つを選択させた結
果が表 5.2 である．その結果，検索結果の上位に表示された時に利用するという回答が 16
名と最も多かった．一方で，調べたい事柄について初めからソーシャルキュレーションで
調べるという回答も 5 名から得られた． 
 
表 5.2 ソーシャルキュレーションを利用する状況(単一回答, n=30) 
状況 人数 
検索結果の上位に表示されたとき 16 
Twitter や Facebook 等のタイムラインでシェアされていたとき 9 
初めからソーシャルキュレーションを使って検索する 5 
 
	 ソーシャルキュレーションでは，画像や動画，Web ページがまとめられており，それら
について実験参加者が日頃からどの程度閲覧しているかをまとめたものが表 5.3 である．な
お，本項目では，画像や動画，Web ページを見かけたことがあるかではなく，見ようとし
て見ている場合には「積極的に見る」を選択し，画像や動画，引用元ページへのリンクが
あるが見ていないという場合には「見ない」のいずれか一方を選択するように説明してい
る．いずれの表現形式においても，「積極的に見る」という回答が最も多く，人数では画像，
リンク，動画の順に「積極的に見る」と回答した人が多いことがわかる． 
 
表 5.3 ソーシャルキュレーションでまとめられている各種表現形式の閲覧(n=30) 
 積極的に見る 見ない 
画像 21 9 
リンク 20 10 
動画 18 12 
 
	 ソーシャルキュレーションでは，どのような情報を入手しているかについて尋ねたとこ
ろ，以下の表 5.4 のような結果になった．ニュースなどの情報を入手しているという回答が
最も多く，次いで，料理のレシピや作り方に関する情報，芸能情報や映画などのエンタメ
情報であった．これらの情報を中心として，暮らしに関する情報から学習，娯楽など様々
な情報を入手していることがわかった． 
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表 5.4 日頃ソーシャルキュレーションを利用して入手している情報(複数回答) 
入手している情報 人数 
ニュースなどの情報 22 
料理のレシピや作り方に関する情報 15 
芸能情報や映画などのエンタメ情報 14 
ゲームやアニメなどのカルチャー情報 9 
掃除などの暮らしに関する情報 9 
学習や研究に関する情報 8 
美容や健康に関する情報 8 
デザインやアートに関する情報 6 
ビジネスに関する情報 3 
 
5.2 タスク中の行動様式 
	 4.1 節で述べたように，本研究ではクエリの発行から次のクエリまでを「セッション」と
呼んでいる．ソーシャルキュレーション利用群とサーチエンジン利用群は，いずれもタス
ク中に複数回のセッションを実行してタスクを遂行している．1 つの典型的なセッションで
は，1) 検索窓へのクエリ入力，2) 検索結果一覧ページを起点とした探索，3) まとめ/Web
ページを起点とした探索，4) レポート執筆の段階があることが明らかになった．もちろん，
レポート執筆が無い等の例外的なセッションも一部で確認されている．本節では，4.1 節で
述べたカテゴリで更に詳細に分類することによって，セッション中に行われる 4 つの行動
におけるソーシャルキュレーションとサーチエンジンの行動様式の違いを明らかにした．
その結果を 5.2.1 項及び 5.2.2 項で述べ，5.2.3 項でまとめる．なお，5.2.1 項及び 5.2.2 項で
用いる分析結果は巻末付録にて添付している． 
 
5.2.1 ソーシャルキュレーション利用群の行動様式 
	 インフルエンザに関する内容を調べてレポートを執筆する収束型タスクでは，タスク前
半にレポートの大きな枠組みや内容を一通り完成させ，タスク後半は，他のまとめページ
や引用元ページを参照することでレポートに記入した内容を確認及び修正する行動へと切
り替わっていることが分かった．タスク開始直後にアクセスしたインフルエンザに関する
まとめページにおいて，初回の閲覧時には 30 秒程度の時間をかけて読み込み（図 5.1 整理
番号 0003），その後は，3-4 秒程度の短い時間で読み込んでは，レポートへ[copy-body]を繰
り返している（整理番号 0004～0021）．ここでは，まとめページに記載されている本文をま
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とまった量でレポートへとコピーしていた．これが，タスク後半では，レポートへの記入
様式が[copy]から[write-summarize]中心へと切り替わり，一通り集めた情報をまとめページ
を参照しながら，内容の修正・加筆やレポートとしてまとめ直す等の行動を行っている（図
5.2 整理番号 0049〜0059）．このような行動は引用元ページを参照した場合でも行われた． 
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図 5.2 タスク後半のセッション(ID:7-収束型)  ttt                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5.1 タスク開始直後のセッション(ID:7-収束型) 
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	 ソーシャルキュレーション利用群は，前述のようにタスク前半とタスク後半で 2 つの行
動の切り替わりがある中で，主にまとめページを参照しながら内容を修正・加筆したり，
レポートとしてまとめ直したりする作業に多くの時間を費やしていた． 
	 収束型タスクの検索自体は，セッション数(クエリ発行回数)は 3 回及び 6 回で，1 つのク
エリに対して 1-2 つのまとめページを参照するに留まるものがほとんどで，検索結果一覧ペ
ージを起点としていくつもの Web ページを巡回するというよりは，まとめページを起点と
して引用元ページへアクセスして参照するという傾向が見受けられた．また，後述のサー
チエンジン利用群と比較すると，サーチエンジン利用群はタスク中に「インフルエンザ」
のような漠然としたクエリから，具体的な機関名等の特定の Web ページや情報を志向した
クエリへと変化させる傾向があったが，ソーシャルキュレーション利用群では，タスク中
に用いられるクエリはセッションを経ても，「インフルエンザ/原因」や「インフルエンザ/
症状」，「インフルエンザ/予防」等のように概念レベルでの検索に留まっていると言える． 
	 次に，北海道旅行に行く計画を立てるという拡散型タスクにおける行動分析の結果を見
ていく．拡散型タスクでは，タスクの性質から当初想定した通り，とにかく多くの情報を
集めようする様子が伺えた．具体的には，セッション数(クエリ発行回数)が 9 回及び 18 回
に増加した．各セッションにおけるクエリそのものに着目すると，「北海道/海鮮」や「北海
道/温泉」のように北海道の観光に関するさまざな話題の中から，次々と話題を変えること
で北海道の観光に関して広い範囲の話題をカバーし，より多種類の情報を集めようとして
いるものが多い．そのため，1 つの話題に関する検索はセッション内で完結させており，検
索した内容を受けて，更に掘り下げるために新たなクエリを投入するという行動は見られ
なかった．また，これらの検索で用いられるクエリは，サーチエンジン利用群と比較して，
特定の Web ページや情報を志向したものというよりは話題，概念レベルのものであった． 
	 レポート記入に関連する行動様式も変化した．収束型タスクではタスク前半でレポート
の大枠を完成させ，後半はまとめページを参照しながらレポートに記入した内容を中心に
修正や加筆をするという 2 つのモードの切り替えがあった．しかし，拡散型タスクでは， 
[copy]や[write-body, itemize]等に分類されるような，レポートに次々と新たな情報を追加す
る行動がタスクの全体を通じて頻繁に行われ，内容を確認や修正したりするような
[write-summarize]に分類される行動は僅かであった． 
	 新たな情報の追加に関する行動様式に関しては，収束型タスク同様，[copy]にカテゴリ分
けされるものがほとんどで，まとめページからある程度まとまった分量の情報をコピーし
ては貼り付けることを繰り返している． 
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5.2.2 サーチエンジン利用群の行動様式 
	 まず，収束型タスク及び拡散型タスクの両方で確認された行動様式について述べる． 
	 サーチエンジン利用群では，収束型タスクでのセッション数(クエリ発行回数)が 10 回及
び 8 回，拡散型タスクでのセッション数が 22 回及び 10 回と，両方のタスクにおいてセッ
ション数が増加した．また，検索結果一覧ページを起点とした探索では，検索結果一覧ペ
ージが表示されてから 2-5 秒程度で参照する Web ページを決定しアクセスしていた．ソー
シャルキュレーション利用群では，検索結果一覧ページから参照する Web ページを決定し
てアクセスするまでに 15 秒前後程度であったことから，サーチエンジン利用群のほうが短
いと言える．しかし，サーチエンジン利用群では，アクセスした先の Web ページではレポ
ートに記入せずに，2-3 秒程度で検索結果一覧ページに戻り，再び別な Web ページにアク
セスするという行動が両方のタスクにおいて複数回見られた．このような行動は，ソーシ
ャルキュレーション利用群では拡散型タスクで数回見られた程度であった．つまり，参照
する Web ページの決定という場面において，サーチエンジン利用群は検索結果一覧から直
ぐに Web ページへアクセスし，内容を確認して素早く判断した上で参照する Web ページを
決定していると言える．このような行動は，サーチエンジンによる情報検索行動を分析し
た先行研究の中でも指摘されている 60)． 
	 その後の Web ページを参照してレポートを記入する場面では，10 秒程度の[write-itemize]
や[copy-itemize]を繰り返し，タスクの所々で 30 秒から 1 分程度で[write-summarize]に分類さ
れる行動を行っている様子が読み取れる．つまり，サーチエンジン利用群は，Web ページ
を読み込み，そこから抽出した短文を箇条書きするなどメモ的に記入し，ある時点でそれ
までに記入した内容をまとめるという行動を繰り返してタスクを遂行していると言える． 
	 また，タスク中に引用元ページを参照するという行動はそれぞれのタスクで 1 回程度し
か見られず，ソーシャルキュレーション利用群に比べて少ない．一方で，セッション数(ク
エリ発行回数)は，いずれのタスクにおいてもソーシャルキュレーション利用群に比べて多
い．クエリ自体も「インフルエンザ/症状」や「インフルエンザ/原因」のようなクエリには
じまり，タスクが進行するに従って「インフルエンザ/症状/厚生労働省」や「インフルエン
ザ/地方衛生研究所」のように，具体的で内容の特定性の高いクエリへと変化していた．  
	 そして，タスク終盤になりレポートが一通り完成すると，図 5.3, 図 5.4 で示したような，
検索結果一覧ページを起点として 2-3 秒ずつ様々な Web ページを巡回するという行動をと
ることが明らかになった．  
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4.3 タ ス ク 中の脳波の分
析 
 
 
 
 
 
	 	 	 図 5.3 タスク終盤(ID:22-収束型) 	 	 	 	 	 図 5.4 タスク終盤(ID:4-拡散型) 
 
	 拡散型タスクにおいても前述のような行動様式を確認する事が出来たが，異なる点もあ
った．図 5.5 で示したように，拡散型タスクでは初回のセッションで，実験参加者のいずれ
もが，北海道の観光に関してアクティビティや地域毎に観光情報を提供している北海道観
光振興機構「Visit Hokkaido 北海道ぐるり旅」(http://www.visit-hokkaido.jp/)にアクセスする．
実験参加者は，このページを参照して一通り眺めた後に，[addtab]し 2 つ目のセッションに
移行している．そして，図 5.6 で示したように，各セッションの所々で[change]によってこ
の Web ページに切り替えている．つまり，新たなタブで 2 つ目のセッションへと移行する
ことによって，タスク中もこの Web ページを保持し，タスクの所々でタブを切り替えるこ
とによって参照している様子が確認される．特に，各セッションの終端部でこのような行
動が見受けられた．また，北海道の地図や旅行会社の北海道ツアーに関するページもタス
ク中で検索されて以降，「Visit Hokkaido 北海道ぐるり旅」と同様に保持され，所々参照され
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ていた．また，これらの Web ページは頻繁に参照されていたが，レポートへコピーして貼
り付ける等の行動は確認されなかった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	 図 5.5 タスク開始直後(ID:4-拡散型)    図 5.6 保持していたタブへの切替(ID:21-拡散型) 
 
5.2.3 タスク中の行動分析のまとめ 
	 収束型タスクと拡散型タスクとのいずれのタスクにおいても，複数のセッションを行う
ことでタスクが遂行されている様子が確認された．そして，セッションの中で行われる大
まかな行動はソーシャルキュレーションとサーチエンジンで共通であった．まず，ソーシ
ャルキュレーション及びサーチエンジンの検索窓にクエリを投入する(「SE」)ことなしには，
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検索を行うことができないので，1) クエリの入力が行われた．次に，検索を実行すると検
索結果一覧ページへ(「SR」)と遷移する．検索結果一覧ページでは，参照するまとめ/Web
ページを決定するために，2) 検索結果一覧ページを起点とした探索が行われた．そして，
参照するまとめ/Web ページを決定した後は，3) 特定のまとめ/Web ページを起点とした探
索を行い，レポート画面とブラウザを往復することによって 4) レポートを書き上げていく
ことが確認された．このように，1 回のセッションはこれら 4 つの行動によって構成されて
いるのだが，本研究で定義した 20 種類のカテゴリによってひとつひとつの行動を分類した
ところ，ソーシャルキュレーションとサーチエンジンでは異なる行動様式によって 4 つの
行動が行われていることわかった． 
	 まず，1) クエリ投入では，ソーシャルキュレーションはサーチエンジンに比べて，クエ
リの投入回数が少ないことが確認された．また，クエリそのものに着目しても，サーチエ
ンジン利用群はタスクが進行するに従って，具体的な機関名をクエリとして投入するなど
特定の Web ページへアクセスすることを志向したクエリであった．それに対して，サーチ
エンジン利用群は「インフルエンザ」や「北海道 温泉」や概念レベルのクエリであった． 
	 次に，2) 検索結果一覧ページを起点とした探索では，サーチエンジン利用群は短時間で
いくつもの Web ページへアクセスすることによって参照する Web ページを決定していた．
また，1 つのセッションの中で複数回検索結果一覧ページを起点とした探索を行う様子も見
受けられた．それに対して，ソーシャルキュレーション利用群は時間をかけて検索結果一
覧ページを読み込んで参照する Web ページを決定していた．ソーシャルキュレーションで
は，1 つのセッションの中で複数回にわたって検索結果一覧ページを起点とした探索を行う
ことはごく僅かであった． 
	 3) 特定のまとめ/Web ページを起点とした探索及び 4) レポート執筆では，ソーシャルキ
ュレーション利用群は，収束型タスク前半でまとめページからまとまった分量の内容をコ
ピーしてレポートへ転載し，タスク後半では他のまとめページや引用元ページを参照して
レポートに記載した内容を確認・修正するという行動様式を示した．拡散型タスクでは，
前半と後半で行動が切り替わるということはなかったが，まとめページからまとまった分
量の内容をコピーすることによってレポートを仕上げる点，引用元ページへアクセスして
情報を入手する点で共通していた．それに対して，サーチエンジン利用群ではいずれのタ
スクにおいても，比較的長い時間を使って Web ページを読み込み，少量ずつ内容をレポー
トへ転載し，タスク中の所々でまとめるという行動様式であった．  
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5.3 タスク中の脳波 
 	 ソーシャルキュレーション利用群及びサーチエンジン利用群のいずれにも共通して，  
1)クエリを投入すること，2) 検索結果一覧ページを起点とした探索，3) まとめページ及び 
Web ページを起点とした探索，4) レポート執筆の 4 つの行動によって 1 つのセッションが
構成されていることが分かった．5.2 節では，詳細な行動カテゴリに分類することで，4 つ
の共通する行動の中でも，ソーシャルキュレーションとサーチエンジンでは行動様式が違
うことを明らかにした．本節では，脳波から精神的負荷と集中の度合いを分析した結果か
ら，4 つの行動におけるソーシャルキュレーションとサーチエンジンの違いを明らかにする． 
	 まず，脳波分析するにあたって 4 つの行動の範囲を定義した．1) クエリ投入という行動
に対しては，実験参加者がソーシャルキュレーション又はサーチエンジンの検索窓をアク
ティブな状態にしてから Enter 等によって投入するクエリを確定させるまでとした．4.2 節
で示したタスク中の行動様式を示した図中では「SE」に該当し，この範囲を「クエリ投入
前後」と呼ぶ．また，2) 検索結果一覧ページを起点とした探索は，検索結果一覧ページが
表示されてから参照する Web ページへアクセスするまでで，検索結果一覧「検索結界一覧
ページ」は 4.2 節の行動様式を示した図中「SR」に該当する．この範囲を「検索結果一覧
ページを起点とした探索」と呼ぶ．3) まとめページ及び Web ページを起点とした探索は，
サーチエンジンのトップページや検索結果一覧ページ以外の Web ページへアクセスしてい
る時点とし， 4.2 節の行動様式を示した図では「SR」の右側全ての行における「■」が該
当する．この範囲を「まとめページ及び Web ページを起点とした探索」と呼ぶ．最後に，
4) レポート執筆という行動に対しては，アクティブウィンドをレポート執筆画面に切り替
えている間と定義し， 4.2 節の行動様式を示した図の「⬜ ︎」が該当する．本節では，この
範囲を「レポート執筆中」と呼ぶ． 
	 以降の項では，行動様式を分析した 8 名の前述の範囲における脳波の基準値との平均変
化量を結果として示している．また，図中では，一貫して，◇(青色)の座標がソーシャルキ
ュレーション利用群を示し，□(赤色)の座標がサーチエンジン利用群を示している．また，
各座標から X 軸と Y 軸に平行に伸びている線はそれぞれの平均値±標準誤差による誤差範
囲を示している．グラフの X 軸はβ/α値を示し，正の方向に向かうほど精神的負荷が高い
状態である．Y 軸はθ/β値を示し，負の方向に向かうほど集中した状態である． 
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5.3.1 クエリ投入前後 
	 以下の表 5.5 及び図 5.7 は，収束型タスクにおけるクエリ投入前後の精神的負荷と集中の
度合いを示している．β/α値に着目すると，ソーシャルキュレーション利用群は負の値を
示し，サーチエンジン利用群と比較しても低い値であることから，ソーシャルキュレーシ
ョン利用群の方が精神的負荷は低い傾向にあることが分かる．この差は有意水準 5%で有意
であった．一方で，θ/β値に着目すると，サーチエンジン利用群は負の値を示し，ソーシ
ャルキュレーション利用群と比較しても低水準であることから，サーチエンジン利用群の
方が集中の度合いが高い．この差は有意水準 1%で有意であった． 
 
表 5.5 クエリ投入前後-収束型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 
 ソーシャルキュレーション利用群 サーチエンジン利用群 
β/α** 
-0.15 
(0.08) 
0.12 
(0.11) 
θ/β* 
0.10 
(0.16) 
-0.23 
(0.08) 
	 t 検定 *: p<0.1, **: p<0.05 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5.7 クエリ投入前後-収束型タスクにおける脳波の比較 
(青: ソーシャルキュレーション利用群, 赤: サーチエンジン利用群) 
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	 以下の表 5.6 と図 5.8 は，拡散型タスクにおけるクエリ投入前後の精神的負荷と集中の度
合いを示している． 
	 β/α値については，収束型タスクと比べてやや上昇したが，負の値を示し，サーチエン
ジンと比較しても低水準となっている．θ/β値は，サーチエンジン利用群の値が収束型タ
スクと比べてやや上昇したが，負の値であり，集中の度合いが高いことには変わりなかっ
た．それに対して，ソーシャルキュレーション利用群は，収束型タスクと大きく変化し，
負の値を示した．  
 
表 5.6 クエリ投入前後-拡散型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 
 ソーシャルキュレーション利用群 サーチエンジン利用群 
β/α 
-0.02 
(0.11) 
0.05 
(0.11) 
θ/β 
-0.06 
(0.07) 
-0.08 
(0.04) 
  t 検定 *: p<0.1, **: p<0.05 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5.8 クエリ投入前後-拡散型タスクにおける脳波の比較 
(青: ソーシャルキュレーション利用群, 赤: サーチエンジン利用群) 
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5.3.2 検索結果一覧ページを起点とした探索 
	 表 5.7 と図 5.9 は，収束型タスクにおける精神的負荷と集中の度合いを示している．β/
α値についてみると，ソーシャルキュレーション利用群は負の値を示し，サーチエンジン
利用群と比較しても低水準である．一方で，θ/β値では，サーチエンジン利用群が負の値
で，ソーシャルキュレーション利用群よりも低水準である．しかし，これらの結果につい
て統計的な有意差は認められなかった． 
 
表 5.7 検索結界一覧ページ-収束型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 
 ソーシャルキュレーション利用群 サーチエンジン利用群 
β/α 
-0.02 
(0.07) 
0.05 
(0.07) 
θ/β 
0.02 
(0.16) 
-0.14 
(0.07) 
  t 検定 *: p<0.1, **: p<0.05 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5.9 検索結果一覧ページ-収束型タスクにおける脳波の比較 
(青: ソーシャルキュレーション利用群, 赤: サーチエンジン利用群) 
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	 以下の図 5.8, 表 5.10 は拡散型タスクにおける精神的負荷と集中の度合いを示している． 
	 拡散型タスクでは，β/αとθ/βともに大きく変化した．収束型タスクでは，ソーシャル
キュレーション利用群が第 2 象限，サーチエンジン利用群が第 4 象限に布置されていた．
しかし，拡散型タスクでは，β/α値においてサーチエンジン利用群が負の値を示してソー
シャルキュレーション利用群よりも低水準になり，θ/β値においてソーシャルキュレーシ
ョン利用群が負の値を示しサーチエンジン利用群よりも低水準となった．それによって，
図 5.10 で示されたように，ソーシャルキュレーション利用群は第 4 象限へ移動し，サーチ
エンジン利用群は第 3 象限へ移動した．つまり，拡散型タスクにおいて検索結果一覧ペー
ジを起点とした探索では，ソーシャルキュレーション利用群は集中の度合いは高いが精神
的な負荷が高い状態にあると言える．また，サーチエンジン利用群は集中の度合い及び精
神的負荷のいずれもが高い状態にあると言える．β/α値の群間比較では，有意水準 5%で有
意であった． 
 
表 5.8 検索結界一覧ページ-拡散型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 
 ソーシャルキュレーション利用群 サーチエンジン利用群 
β/α** 
0.14 
(0.06) 
-0.15 
(0.09) 
θ/β 
-0.08 
(0.04) 
-0.05 
(0.04) 
  t 検定 *: p<0.1, **: p<0.05 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5.10 検索結果一覧ページ-拡散型タスクにおける脳波の比較 
(青: ソーシャルキュレーション利用群, 赤: サーチエンジン利用群) 
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5.3.3 まとめページ及び Web ページを起点とした探索 
	 表 5.9 と図 5.11 は，収束型タスクにおける精神的負荷と集中の度合いを示している． 
	 表 5.9 及び図 5.11 からも，β/α値においてソーシャルキュレーション利用群は安静状態
に等しいのに対して，サーチエンジン利用群は正の値を示していることから，サーチエン
ジン利用群の方が精神的負荷が高い状態にある． θ/β値についてみると，サーチエンジン
利用群の方が 5%水準で有意に低い値であり，より集中した状態にあることが分かる． 
 
表 5.9 まとめ/Web ページ-収束型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 
 ソーシャルキュレーション利用群 サーチエンジン利用群 
β/α 
0.00 
(0.03) 
0.03 
 (0.02) 
θ/β** 
-0.02 
(0.03) 
-0.12 
(0.04) 
  t 検定 *: p<0.1, **: p<0.05 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5.11 まとめ/Web ページ-収束型タスクにおける脳波の比較 
(青: ソーシャルキュレーション利用群, 赤: サーチエンジン利用群) 
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	 表 5.10 と図 5.12 は，拡散型タスクにおける精神的負荷と集中の度合いを示している． 
	 β/α値についてみると，ソーシャルキュレーション利用群は，収束型タスクと同様，ほ
ぼ安静状態に等しい．一方で，サーチエンジン利用群は正の値を取り，ソーシャルキュレ
ーション利用群よりも 1%水準で有意に高い．θ/β値については，ソーシャルキュレーショ
ン利用群及びサーチエンジン利用群ともに負の値で，同じ値を示している．ここから，ど
ちらも集中した状態であることが分かる． 
 
表 5.10 まとめ/Web ページ-拡散型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 
 ソーシャルキュレーション利用群 サーチエンジン利用群 
β/α* 
0.01 
(0.03) 
0.07 
(0.04) 
θ/β 
-0.01 
(0.02) 
-0.01 
(0.02) 
  t 検定 *: p<0.1, **: p<0.05 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5.12 まとめ/Web ページ-拡散型タスクにおける脳波の比較 
(青: ソーシャルキュレーション利用群, 赤: サーチエンジン利用群) 
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5.3.4 レポート執筆中 
	 表 5.11 及び図 5.13 から，β/α値においてソーシャルキュレーション利用群の方が有意に
低い値を取っている．θ/β値はソーシャルキュレーション利用群及びサーチエンジン利用
群ともに正の値を取っており，それぞれの値の間に有意な差は認められなかった．ここか
ら，収束型タスクにおけるレポート執筆では，集中の度合いは両群とも変わらないが，ソ
ーシャルキュレーション利用群の方が精神的負荷は低い状態であると言える． 
 
表 5.11 レポート執筆中-収束型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 
 ソーシャルキュレーション利用群 サーチエンジン利用群 
β/α* 
-0.03 
(0.03) 
0.00 
(0.02) 
θ/β 
0.06 
(0.03) 
0.07 
(0.04) 
    t 検定 *: p<0.1, **: p<0.05 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5.13 レポート執筆中-収束型タスクにおける脳波の比較 
(青: ソーシャルキュレーション利用群, 赤: サーチエンジン利用群) 
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	 表 5.12 と図 5.14 は，拡散型タスクにおける精神的負荷と集中の度合いを示している． 
	 ソーシャルキュレーション群とサーチエンジン群のいずれもが第 2 象限に位置している．
ここから，ソーシャルキュレーション利用群とサーチエンジン利用群は，拡散型タスクに
おけるレポート執筆の場面では，精神的負荷が低いが，一方で，集中の度合いは安静状態
に比べてやや高水準にあることが分かる． 
	 ソーシャルキュレーション利用群とサーチエンジン利用群の位置関係について着目する
と，β/α値においてソーシャルキュレーション利用群の値が有意に小さい．ここから，ソ
ーシャルキュレーション群の方が，より精神的負荷が小さいことがわかる． 
 
表 5.12 レポート執筆中-拡散型タスクにおける脳波の平均変化量(標準誤差) 
 ソーシャルキュレーション利用群 サーチエンジン利用群 
β/α* 
-0.09 
(0.04) 
-0.06 
(0.04) 
θ/β 
0.03 
(0.02) 
0.06 
(0.03) 
  t 検定 *: p<0.1, **: p<0.05 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5.14 レポート執筆中-拡散型タスクにおける脳波の比較 
(青: ソーシャルキュレーション利用群, 赤: サーチエンジン利用群) 
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5.3.5 タスク中の脳波分析のまとめ 
	 セッションを構成している 4 つの行動に基づいて脳波分析を行った結果，精神的負荷及
び集中の度合いからもソーシャルキュレーション及びサーチエンジンの違いが見られた．
その結果について本項でまとめる． 
	 まず，1) クエリ投入では，収束型タスク及び拡散型タスクの両方でソーシャルキュレー
ション利用群の方が，サーチエンジン利用群に比べて精神的負荷が低く，収束型タスクで
は有意差も確認された．一方で，収束型タスク及び拡散型タスクの両方でサーチエンジン
利用群の方が集中の度合いが高く，特に収束型タスクでは有意差も確認されている． 
	 次に，2) 検索結果一覧ページを起点とした探索では，有意差は認められないが収束型タ
スクにおいてソーシャルキュレーション利用群の方が精神的負荷の値が低く，拡散型タス
クではサーチエンジン利用群の方が精神的負荷の値が有意に低いという結果となった．集
中の度合いに関しては，いずれも有意差はないが，収束型タスクにおいてサーチエンジン
利用群の方が集中の度合いが高く，拡散型タスクではソーシャルキュレーション利用群の
方が集中の度合いが高かった． 
 3) まとめ/Web ページを起点とした探索では，収束型タスクと拡散型タスクのいずれにお
いてもソーシャルキュレーション利用群の方が精神的負荷の値が小さく，特に拡散型タス
クでは有意差が認められた．集中の度合いに関しては，収束型タスクにおいてサーチエン
ジン利用群の方が有意に高く，拡散型タスクではソーシャルキュレーション利用群とサー
チエンジン利用群で同じ値を示したことから，集中の度合いは同水準であると言える． 
	 最後に，4) レポート執筆では，いずれのタスクにおいてもソーシャルキュレーション利
用群の方が精神的負荷の値が低かった．集中の度合いに関しては，収束型タスクと拡散型
タスクの両方で，ソーシャルキュレーション利用群の方がやや高いが，有意差は確認され
ていない．  
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5.4 タスク中の瞬目の分析 
	 本研究では目測による瞬目の計測を行った．そのため，測定対象区間が 1 分未満である
ものがほとんどであった SE と SR に分類される行動については，分析の対象外とした．本
節では，主に，ソーシャルキュレーションとサーチエンジンの大きな違いである「まとめ
/Web ページを起点とした探索」と「レポート執筆中」を瞬目という観点から分析を行った． 
	 表 5.13 は収束型タスクにおける各群の「まとめ/Web ページを起点とした探索」と「レポ
ート執筆中」の瞬目頻度の平均を示している．表 5.14 は拡散型タスクのものを示している． 
	 表 5.13 を見ると，まとめ/Web ページを起点とした探索及びレポート執筆中の両方でソー
シャルキュレーション利用群の方が瞬目頻度が低い．表 5.14 の収束型タスクでは，まとめ
/Web ページを起点とした探索及びレポート執筆中の両方でソーシャルキュレーション利用
群とサーチエンジン利用群の差は若干であった．タスク中の瞬目の分析に関しては，いず
れの項目においても有意差は認められなかった． 
 
表 5.13 収束型タスクにおける瞬目頻度の平均 (標準誤差) 
 SC 利用群 SE 利用群 
まとめ/Web ページを起点とした探索 
21.89 回 
(0.29) 
25.59 回 
(0.25) 
レポート執筆中 
19.9 回 
(0.74) 
20.83 回 
(0.29) 
 
表 5.14 拡散型タスクにおける瞬目頻度の平均 (標準誤差) 
 SC 利用群 SE 利用群 
まとめ/Web ページを起点とした探索 
20.19 回 
(0.24) 
20.99 回 
(0.36) 
レポート執筆中 
18.51 回 
(0.39) 
18.27 回 
(0.33) 
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6 考察 
	 5 章で示した，情報検索を含むタスクにおけるソーシャルキュレーション利用群とサーチ
エンジン利用群の行動様式及びその時の生理的指標をタスク種別毎に総合的に比較，検討
する．そこから，ソーシャルキュレーションを利用することによる効果を検討していく． 
 
6.1 収束型タスクにおけるソーシャルキュレーション利用による効果 
	 収束型タスクでは，情報を獲得しては新たな情報源を参照して比較・検討し，入手した
情報を訂正する等の試行錯誤を繰り返して事実を発見する必要があった．そのような状況
下において，ソーシャルキュレーションを利用した探索を行ったグループは，タスクの前
半でまとめページを参照してレポートの大きな枠組みや内容を一通り完成させ，タスクの
後半では，他のまとめページや引用元ページを参照することでレポートに記入した内容を
確認及び修正する行動へと変化した．前半の情報を収集する場面においては，その行動の
ほとんどが，まとめページからまとまった分量をコピーアンドペーストするものであった
ため迅速に終了することができ，タスク時間の多くを，他のまとめページ又は引用元ペー
ジを参照しながらレポートの内容を確認・修正することに費やすことが出来た．このよう
に，まとめページからまとまった分量の内容をコピーすることによって，レポートのおお
まかな枠組みや内容を組み立てることができた背景には，ソーシャルキュレーションのま
とめページでは，特定の主題に関して網羅的かつ説明的に記載されているため，その構造
及び内容をレポートに反映させることで，そのままレポートのおおまかな枠組み及び内容
とすることが出来たと推察出来る． 
	 また，新たなまとめページを参照して比較・検討し，入手した情報を訂正するという行
為を行う際にもソーシャルキュレーションの利便性が伺える場面があった．サーチエンジ
ンを利用したグループは，タスクが進行するに従って「インフルエンザ」のような漠然と
したクエリから「インフルエンザ/予防/厚生労働省」や「地方衛生研究所」のように特定の
Web ページや情報を志向したクエリへと変化して様子が確認されているなど，それまで入
手した情報に新たな情報や詳細な情報を付け足したい場合には，クエリを変更して再び検
索する必要があった．それに対して，ソーシャルキュレーションを利用したグループは，1
つのセッションにつき 1 つのまとめページへアクセスし，そこに記載されている内容及び
引用元ページを参照することによって行っている傾向が確認された．このように，サーチ
エンジンを利用したグループが頻繁に検索語を変化させ多くの Web ページを巡回している
のに対して，ソーシャルキュレーションを利用することによって，目的とする情報を少数
のキュレーションされたページから入手するなど，無関係な Web ページを経由することな
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く直線的にタスクを仕上げている．  
	 収束型タスク中における脳波を確認しても，ソーシャルキュレーション利用群では，ク
エリ投入前後及びレポート執筆中の精神的負荷が，サーチエンジン利用群に比べて低かっ
た．前述の行動様式と照らしても，クエリ投入前後の精神的負荷がサーチエンジンを利用
した場合に比べて低いのは，ソーシャルキュレーションを利用することによって，前述の
ように，タスクが進んでもクエリを深化させて再検索を行う必要がないことや，まとめペ
ージでは主題に関して網羅的に記載されていることから，検索対象となる情報について前
提となる知識や参照するべき情報源のあたりがついていなくとも検索することが可能であ
ることが影響しているとの説明がつく． また，検索結果一覧ページを起点とした探索やま
とめ/Web ページを起点とした探索，レポート執筆中の精神的負荷が低いことに関して，行
動様式と照らしても，前述のように，ソーシャルキュレーションを利用して系統的かつ直
線的に関連する情報を収集することが出来ることが影響していると推察出来る．  
	 本研究では，タスクの成果物であるレポートの内容そのものについての評価は行ってい
ない．しかし，レポートの構造をみると，サーチエンジンを利用したグループでは，少量
のコピーや箇条書きによってメモ的にレポートが作成され，タスク中の所々で時間をかけ
てそれらの文章をまとめて，関連した情報ごとにまとめる作業や文章の枠組みを整理する
様子が伺えた．しかし，30 分の制限時間では，内容や構造の整理が途中で終わっており，
箇条書きのままで残されているものが見受けられた．それに対して，ソーシャルキュレー
ションを利用したグループは，まとめページからまとまった分量の文章をレポートにコピ
ーしていることから，文章が関連情報毎に構造化されて記入されているものであった．こ
こから，少なくともレポートの体裁という点から，ソーシャルキュレーションの方が優れ
ていると言える．  
  
6.2 拡散型タスクにおけるソーシャルキュレーション利用による効果 
	 拡散型タスクは，いくつもの情報源に当たってより多くの情報を入手する必要がある．
このような性質のタスクであったため，いずれのグループも収束型タスクに比べて，次々
とクエリを変更して幅広い情報を得ようとする様子が伺えた．この時，サーチエンジン利
用群は，タスク開始直後に観光協会が提供している観光ポータルサイトやタスク中に発見
した旅行会社の観光ガイドにアクセスし，そのタブをタスク終了まで保持しておき，新た
なセッションに移行する前にタブを切り替えて参照してから次のセッションへ移行してい
た．これは，北海道のどこに何があるかというが不明な状態で Web 上の膨大な情報の中か
ら場当たり的に調べていくことを回避するために，候補となる観光先が地域やアクティビ
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ティ別に羅列されているポータルサイトを参照することによって，検索対象の大局観を掴
んでいると考えることが出来る．その上で，具体的に検索する情報を決定し，クエリを投
入して新たなセッションを起こし，検索結果一覧ページを起点とした探索や Web ページを
起点とした探索を行っている． 
	 ソーシャルキュレーション利用群は，これらの行動がまとめページ内で完結していた．
前述のような背景から，サーチエンジン利用群のクエリは具体的な観光地や施設名であっ
た．それに対して，ソーシャルキュレーション利用群は「北海道/温泉」等の漠然としたジ
ャンルを指定しただけのクエリであった．そして，まとめページ自体も，候補となる観光
地が羅列されているだけでなく，その観光地についてのコメントや画像，Web ページが一
手にまとめられているので，それらを閲覧することでレポートに記入することが出来た．
つまり，サーチエンジン利用群のクエリを投入することによって行っているのと同等の行
為を，ソーシャルキュレーション利用群では，まとめページの閲覧と引用元ページへアク
セスすることによって実現していると言える． 
	 拡散型タスク中における脳波を確認すると，クエリ投入前後とまとめ/Web ページを起点
とした探索，レポート執筆において，サーチエンジン利用群に比べて精神的負荷が低いと
いう結果が出た．クエリ投入前後において精神的負荷が低いのは，前述のように，クエリ
を決定するにあたって，漠然としたジャンルを指定するだけで済むことが影響していると
考えられる．また，まとめ/Web ページを起点とした探索において精神的負荷が小さいのは，
サーチエンジンを利用して Web ページを閲覧した場合と異なり，記載されている内容を読
み込んで情報を取捨選択する必要がなく，あらかじめ観光地に関する簡単な説明がエッセ
ンス的に記載されているものをそのまま入手すれば良いことが影響していると言える．検
索結果一覧ページを起点とした探索では，サーチエンジン利用群の方が，精神的負荷が低
いという結果となった．これは，サーチエンジン利用群は，行動様式からも明らかなよう
に，クエリを投入する段階で具体的な観光先や施設名を決定していたため，参照すべき Web
ページを即座に判断することが出来たということが影響していると推察出来る．このよう
に，前述の行動様式と脳波の動きを照らし合せても，行動様式と精神的負荷の関連性につ
いて説明することができ，ソーシャルキュレーションを利用することで，探索者に掛かる
負荷が概ね軽減されていると言える． 
	 レポートに関しては収束型タスクと同様に，サーチエンジン利用群が参照している Web
ページから情報を取捨選択し，メモ的に箇条書きや短文という形でレポートを作成して行
ったのに対して，ソーシャルキュレーション利用群では，まとめページからまとまった分
量の情報をコピーして貼り付けるという行動様式であった．そのため，ソーシャルキュレ
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ーション利用群の方が，観光地に関する簡単な説明や写真を含み，地域やジャンルごとに
構造化されたものであった．観光先を友人に提案するというタスクの設定から考えても，
観光地名に加えて簡単な説明，写真が含まれている方が良いことは言うまでもない．この
ように，タスクの成果物という観点から見ても，ソーシャルキュレーション利用群の方が，
より高いレベルでタスクを完了することが出来たと言える． 
	  
6.3 今後検討すべき課題 
	 本研究では，ソーシャルキュレーション利用群の方が集中の度合いが低いという結果で
あった．ソーシャルキュレーション利用群のまとめ/Web ページを起点とした探索では，前
述のように，まとめページでは主題に関する情報が引用元ページから重要な部分のみ抜粋
されてエッセンス的に記載されているという性質によって，Web ページを読み込んだ上で
情報を吟味して取捨選択するという行為が行われなかった．その結果，集中する必要がな
いという状況にあったと考えることが出来る．同様の理由から，レポート執筆においても，
まとめページからまとまった分量をそのままコピーしていたため，集中する必要がなかっ
たと推察出来る． 
	 このように，ソーシャルキュレーションを利用することによって，短い時間で効率的か
つ網羅的に情報を集めることが出来たが，課題解決や学習という観点からみると，集中し
ているとは言えない状況の中でコピーを繰り返すことによって失われるものもあるだろう．
先行研究の中でも，方向性のある探索に加えて，ブラウジング等のプロセスも情報を得る
ための重要な行動であるという指摘や 61)，ひとつの検索対象に対して複数の情報源にあた
ることによって課題定義の変更や知識構造に変化が生じ，情報探索にとって有用であると
の指摘もあるが 62)，ソーシャルキュレーションではその過程を短縮又はスキップしている． 
	 今後の研究では，ソーシャルキュレーションから得られた情報は，探索者を素通りして
単にまとめページからレポートに転載されただけなのか，それとも，探索者に対して何ら
かの影響を与えているのかを含めて検討しなければならない． 
 
6.4 研究上の制約 
	 まず，実験参加者の全員が筑波大学の学生であり，集団の偏りによる影響を排除するこ
とは出来ない．また，実験参加者 30 人のうち 12 人が図書館情報メディア研究科及び知識
情報・図書館学類に所属し，図書館情報学を専攻している．そのため，一般的な大学生や
20 代に比べて，高度な検索スキルや特殊な行動様式を持っている可能性がある． 
	 実験環境について，サーチエンジン利用群が何の制限も与えられず，ほぼ日常的な情報
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検索に等しかった一方で，ソーシャルキュレーション利用群は Naver まとめによって検索を
行うという制限があったことによる影響を排除することは出来ない．  
	 脳波測定に関しては，高精度の脳波測定機器による計測ではないため，脳波スペクトル
の大小比較や傾向を示すという点においては十分に意味があるが，数値そのものに着目し
た厳密な議論には適さない．それに加えて，タスク中，ディスプレイから与えられる光刺
激はアクティブウィンドや閲覧している Web ページにより異なるため，それによる脳波へ
の影響を否定することは出来ない．瞬目の測定に関しても，目測による計測のため精確性
には限界がある． 
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付録: 行動経路図 
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